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取扱説明

ご使用になる前に必ず

お読みくださいo

A 
この製品を安全に、また正しくお使いいただくために

必ずこの 取扱説明書をお読みください。

・間違えた使い方をすると事故を引き起こすおそれが

あります0

.お読みになった後は、 必ず製品の近くに保管してく

ださい。

松山株式会私



ニプロ製品をお買い上げいただきまして

誠にありがとうございます。

[はじめに E 
.この取扱説明mはドライブハローの取扱方法と使用上の注

意事項について記減しであります。ご使用前には必ず、こ

の取扱説明訟をよく読み十分理解されてから、正しくお取

扱いいただき、最良の状態でご使用してください。

.お読みになった後は、必ず製品の近くに保管し、常に読め

るようにしてください。

.製品を他人に貸したり、譲り渡される場合は、この取扱説

明告を製品に添付してお渡しください。

.この取扱説明容を紛失、または損傷した場合は、すみやか

に弊社、またはお買い上げいただきました販売l苫・農協へ

ご注文してください。

・品質、性能向上あるいは安全上、使用部品の変更を行うこ

とがあります。そのような場合には、本態の内容、および

写真 ・イラストなどの一部が、本製品と一致しない場合が

ありますので、ご了承ください。

・ご不明なことやお気付きのことがこ.ざいましたら、お買い

上げいただきました販売底・農協へご相談ください。

・.11.印付きの下記マークは、安全上、特に重要な事項です。

必ず守って作業をしてください。

Afß~その警告文に従わなかった場合、死亡または
ー限重傷を負うことになるものを示します。

ノ恥章生ほとその警告文に従わなかった場合、死亡または

ム込言言 Eヨ重傷を負う危険性があるものを示します。

ム‘、立その警告文に従わなかった場合、ケガを負う

7王居、おそれのあるものを示します。

・この取扱説明笛には安全に作業をしていただくために、安

全上のポイント「安全に作業をするためにJ を記減してあ

ります。ご使用前に必ず読んでください。
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| 安全に作業をするために | 
ここに記減している注怒事項を守らないと、死亡 ・傷害事故や、機械の破損の原因に

なります。よく読んで安全作業をしてください。

一般的な注意事項

こんなときは濁憶しない

・過労・病気・薬物の影響・その他の理由により作業に集中できないとき

・酒を飲んだと き

・妊娠しているとき

.18歳未満の人

作業に適した服装をする

はちまき ・首巻き・!膝タオルは禁止です。

へJレメット ・すべり止めのついた靴を着用し、だぶっきのない服装を

してください。

【守らないと]機械に巻き込まれたり、すべって転倒するおそれがあります。

機"を他人に貸すときは取級方法を脱明する

取扱方法をよく説明し、使用前に「取扱説明智」を必ず読むように

指導してください。

【守らないと]死亡事故や傷害事故、機械の破損をまねくおそれが

あります。

機織を他人に限り遣すときは取銀脱明・を付ける

機械と一緒に「取扱説明容」を渡し、必ず読むように指導してください。

【守らないと】死亡事故や傷害事故、機械の破損をまねくおそれが

あります。

A嘗告トラクターに作業腕繍するときは一必ずトラクターの取銀説明.を腕む

トラクターに作業機を装着する前に、必ずトラクターの取扱説明書を読み、

よく理解してから作業機の装着をしてください。

【守らないと]傷害事故や機械の破損をまねくおそれがあります。

重量バランスの調堕廷する

トラクターに重い作業機やアタッチメントを装着するときは、

トラクターメーカー純正のバランスウェイトを付け、バランス

銅盤をしてください。

[守らないと]傷害事故や機械の破損をまねくおそれがあります。

公道の走行は作蟻微量産省自陣止

トラクターに作業機を装着して公道を走行しないでください。

必ず、作業機を取外して走行してください。

【守らないと】道路運送車両法違反です。

事故を引き起こすおそれがあります。

@ 



A注意 機械ゆ改造禁止

改造をしないでください。保証の対象にはなりません。

純正部品や指定以外の部品を取付けないでください。

[守らないと】 事故 ・ケガ・機械の故障をまねくおそれがあります。

点検・整備の注意事項

A注意 点検 ・酬をする

機械を使う前と後には必ず点検 ・整備をしてくださしh

【守らないと]事故・ケガ・機械の故障をまねくおそれがあります。

A注 意 点検蹴中はエンジンを停止する

点検 ・整備 ・修理、または掃除をするときは、必ずエンジンを

停止してください。

[守らないと]事故・ケガ・ 機械の故障をまねくおそれがあります。

dh警 告点検酬は平らで闘い場所でおこなう

交通の邪魔にならず安全で、機械が倒れたり、動いたりしない

平らで固い場所で、点検整備をして ください。

[守らないと】機械に巻き込まれて、傷害事故を引き起こすおそれが

あります。

A注意カバー類は必ず取付ける

装着のときや、点検 ・整備で取外したカバー類は、必ず取付けてください。

[守らないと】機械に巻き込まれて、傷害事故を引き起こすおそれが

あります。

A注意間に合った工具但し〈使用する

点検挫備に必要な工具類は、適正な管理をし、目的に合ったものを

正しく使用してください。

【守らないと]整備庁、良で事故を引き起こすおそれがあります。

作業時の注意事項

A警 告作酬の鰍は平らな噺でおこなう

作業機の着脱は、平らで闘い場所でおこなってください。

【守らないと]下敷きになったり、ケガをしたりします。

A注意カブラのハンドルには絶対に手をふれない (HC-OSl 

作業機の装着 ・取外しのとき以外は絶対にカブラのハンドルには

手をふれないでください。

[守らないと】作業機が外れ、傷害事故や機械の故障をまねくおそれが

あります。

A警 告 トラクターと作酬 の周辺に人を近づけない

トラクターの周辺や作業機との聞に人を入れないでください。

[守らないと】 傷害事故を引き起こすおそれがあります。

@ 



A警告作酬の下にも〈・ったり、足を入れない

作業機の下にもぐったり、足を入れないでください。

【守らないと]何かの原因で作業機が下がったときに、傷害事故を負う

おそれがあります。

A警 告機械に巻き付いた草やワラを取るときはエンジンを停止する

回転部分に草やワラが巻き付いたときは、必ずエンジンを停止させ、

巻き付きを外してくださし」

【守らないと】機械に巻き込まれて、死亡事故や重傷を負うおそれがあります。

A注意作酬の臓はエンジンを停止しておこなう

作業機の調整をするときは、作業機を下げ、トラクターの

駐車ブレーキをかけ、 PTO変速レバーを「中立」の位置にし

エンジンを停止してからおこなってください。

【守らないと】傷害事故や機械の損傷をまねくおそれがあります。

企董萱 i頃斜地では、ゆっくり大きくまわる

傾斜地での高速 ・急旋回は、転倒のおそれがあり大変危険です。

トラクター速度を落とし、大きく回ってください。

【守らないと】死亡事故や傷害事故を負うおそれがあります。

A警 告作酬の落下防止をする

作業機の落下を防止するため、油圧ストップパルプを完全に「閉めJ て

ロックし、さらに作業機の下へ台を入れてください。

【守らないと】死亡事故や傷害事故を負うおそれがあります。

金董査 アユミ刷、強度・保・帽の十分あるものを使用してください

積込み、積降ろしをするときは、平らで交通の邪魔にならない場所で

トラックのエンジンを止めます。野Jかないようにサイドブレーキを掛け、

車止めをしてください。使用するアユミ板は強度・長さ ・幅が十分あり、

すべり止めの付いているものを選んでください。

長さのめやすは荷台高さの 3倍です。

【守らないと】事故・ケガ・機械の故障をまねくおそれがあります。

-竺告子供を機械に近づけない

には十分注意し、近づけないでくださし」

コないと】傷害事故を引き起こすおそれがあります。

格納時の注意事項

A注意 ドライブハロー単体の転倒防止をする

スタンドを必ず付け、キャスターが付いているときは、転がり防止を

必ずしてください。

【守らないと】傷害事故を引き起こすおそれがあります。

A注意格納時はカブラを外す (HC-OS) 

格納するときは、必ずカプラを作業機から外し、地面に置きます。

カプラのハンドノレ操作を間違えると溶下します。

[守らないと】傷害事故を引き起こすおそれがあります。

@ 



-畳韮理吉砂!lr:司iil三r~l同副n.-圃

.このドライプハローは、水田での代かきに使用し、

使用目的以外の作業には、決して使わないでくださ

い。使用目的以外の作業で故障した場合は、保証の

対象にはなりません。

.ドライプノ、ローは決められた適応馬力で設計してい

ます。適応トラクタ一馬力の範囲内で使用してくだ

さい。範囲を超えての使用は故障の原因となり、保

証の対象にはなりません。

・このドライプハローは「標準3点リンク」、およびr2 

点直結規格」で設計しています。 他の規格「特殊3

点リンク」などでは装着ができません。

・このドライ ブハローの改造は決しておこなわないで

ください。保証の対象にはなりません。

保証書 に つ い て l 
「保証容」はお客様が保証修理を受けられるときに必要

となるものです。

お読みになった後は大切に保管してください。

@ 

[アフターサービスについて:

機械の調子が惑いときは、この取扱説明白を参照し点

検してください。点検・監備しでも不具合がある場合

は、お買い上げいただいた販売庖 ・農協、または弊社

までご連絡ください。

なお、部品のご注文は販売庖 ・農協に純正部品表(パ

ーツリス ト)が備えでありますのでご相談ください。

-ご連絡いただきたい内容

・型式名と製造番号

.ネームプレー トを見てください。

・ご使用状況

・ほ場の条件は? 石が多いですか?

強粘土ですか?

・ト ラクターの速度は?

.PTOの回転数は?

・どのくらい使用されましたか?

・約口口アーノレ、または口口時間

・不具合が発生したときの状況をなるべく、くわし

く教えてください。

E53鴎世帯4国祐司何回同町4・
.補修部品は、純正部品をお買い求めください。

市販類似品をお使いになりますと、機械の不調や性

能に影響する場合があります。

.この製品の補修用部品の供給年限(期間)は、製造

打ち切り後9年です。ただし供給年限内であっても、

特殊部品については納期などご相談させていただく

場合があります。

.供給年限経過後であっても、部品供給のご要請があ

った場合には、納期、および価格についてご相談さ

せていただきます。



[ 嘗告ラベルの種類と位置 E 
-笹告ラベノレは図の位置に貼つであります。よくお読みになって安全に作業をしてください。

・笹告ラベルは、汚れや土を落とし常に見えるようにしておいてください。

.紛失または破損された場合には、お買い上げいただいた販売l吉、または農協へ下記型式、およびコードナンバー

でご注文のほどお願いいたします。

A注意
曲使用 前 に 取 扱 聞 を よ 〈 聞 ん で

安童で正しい作蝉在してくだ古い。

始動 ・ヱンジン1011時や作鍋嶋関係蝿作レバーを畑作するとal率、必す周囲に人がい琢
いことを確置してくだ古l¥.

遺伝 ・!I園時.畿圏時や作賞織をよ下位置に畑作するときはまわDや後猪をよく摘隠し
てください。

-作揖惜の上に入を蝿せないでください，
盤側・作..の修湿・点検・潤"を得fょうときはトラクターを平絹怠.慨に移目闘し駐.

ブレーキをがけて、 エンジンを停止し、 酒E降下防止用のストップパルプをロッ
タ(聞}方向巴鯛込んでくださしh

-作聾楓を着脱すると曹はトラクターと作雄楓の聞に立たないでください。
-柚'陣痛憤閥、ジョイントに必すタυスを注入してくだ古い。書部のオイル置を点
憤し、少ない場合はギアオイルを欄飴してください。

.書部ポJレト、ナット聞の点慣を行ない、必要があれほ岨し蹄めしてください。
-ヵパ-1聞は必す断定の也置に鶴帽してください.

Cl 

4当住
-これは入力輔のカパ
ーです0

・作蝿機在トラクヲー

に装着後は必す取り
つけてくだ古い。

・ケガをするおそれが
あります。

D 1 8750-313000 

8750-318日日日

A嘗告

、-'J皇m、ず"~ 
-・事λ時ケあ剛却り銭醐をます一す誌a@砧脚芳そす柑連、.へ

VVl 8750-316000 

@ 

A注憲

日付骨
-作集施ガり、中を忽まや腹団関されl立近がいづ いでくだ

-あケ すする.おそ

C 10 8750-337000 

A醤告

~!~ 

VV2 8750-317000 

A嘗告

ぷ
-22蜘iTiEE圃雪立堅器集 にたない

・では いて。ケガ在
るそがあDますす。

VV3 8750-326000 



| 主要諸元 l 
型式・区 分 HC-1605B HC-1605B-lS HC-1605B-OS HC-1805B HC-1805B-1S HC-1805B-OS HC-2005B HC-2005B-1S HC-2005B-OS 

作 業 部 形式 爪 式

駆 動 方 式 サイドドライプ

機 全 長{醐} 835 820 850 835 820 850 835 820 850 

体
全 編(醐) 2240 (1700) 2470 (1930) 2695 (2155) 

寸

法 全 高(皿) 615 860 780 615 860 780 615 860 780 

貿 量 (kg) 125 135 140 140 150 155 155 165 170 

適応トラクター伊S) 11 ~ 16 11 ~ 18 

J/ (kW) 8.1 ~ 11.8 8.1 ~ 13.2 

装着装慢の種類 2点直結 3P直装JIS0形 標準オートヒッチ 2点直結 3P直装JIS0形 標準オートヒッチ 2点直結 3P直装JIS0形 標準オートヒッチ

作 業 幅 (011) 152 175 198 

標準作業速度加川 1.5 ~ 3.0 

代かきつめ本数 42 48 54 

代かき戦回転数町時 272 (PTO 540 rpm時)

回 転外径{田 ) 37 

作 業 能 率 紛1I句)• 16 ~ 33 14 ~ 29 13 ~ 25 

全幅内数値は格納時のものです。

本諸元は改良のため予告なく変更することがあります。



[l:r-IIl.1・Bシリーズ~直結仕様)劉 HC叩1叩.

( 各部のなまえ | 

⑦ 

⑬ 

①ミッションケース ⑨連結コ字枠 ⑫ワイヤー

②入力車"カバー ⑬ロックハンドJレ ⑬プラケット

③チェンケース ⑪タンプラ ⑮スタンド

④耕うん部カバー ⑫連絡ロツド ⑫スタンド止めピン

⑤ゴムカバー ⑬連結枠 ⑫直結フレーム

⑥均平板 ⑬サポートスプリング ⑫キャスター

⑦サイドレーキ ⑮平座金22

③代かき爪 ⑬ローターピン

HC05-Bシリーズ

ドライブハローの組立 | 
①「連絡ロッド」をマストのタンプラに通します。「サ

ポートスプリング」と平座金を入れ、「述結コ字枠」

の上から 2番目の穴で止めます。ローターピンを「連

結ロツドJ の下の穴で止めます。

@ 

②「連結枠」をミッションケースに組付け、「連結コ字

枠J の上から 4番目の穴へつなげます。

③「ワイヤー支えノマーJ をミッションケースに組付け、

「ワイヤーJ を通します。



HC05-Bシリーズ

トラクターへの装着 | 
A警告
・ドライブハローの装着は平らで固い場所を選び、い

つでも危険をさけられる態勢でおこなってください。

・トラクターのまわりやドライブハローとの聞に人が

入らないようにしてください。

・ドライブハローの下へもぐったり、足を入れたりし

ないでください。

・ドライブハローの装着をするときは、 トラクターの

駐車ブレーキをかけ、 PTO変速レバーを r中立J

の位置にし、エンジンを停止してください。

・重いドライブハローを装着したときは、 トラクター

メーカー純正のバランスウェイ卜を付け、バランス

調整をしてください。

守らないと死亡事故や傷害事故につながりますo

A注意
・必ず、リンチピンで抜け止めをしてください。

守らないと取付けができなかったり、機械の損傷や

ケガの原因になります。

回 r2点直結取付金具」の取付け

(1)トラクターの型式ごとに、r2点直結取付金具」は

異なります。出荷時にトラクターに合ったものが

{寸いていきます。

(2)r 2点直結取付金具」の箱の中に入っている 2点リ

ンク組立要領むを参照し、ドライプハローに組付

けてください。

カッ7'1)ン-7'

(3)rリフトピンJの取付位置がトラクターの型式ごと

に異なります。組立要領替の表を参照して組付け

てください。

@ 

国 トラクターへの装着

(1)ト ラクターからロータリーを外します。

ロータリーと同じ方法で装着します。

A注意
・トラクターの取扱説明書 「ロータリーの装着J をよ

〈続んでください。守らないと取付けができなかっ

たり、機械の損傷やケガの原因になります。

固 ジョイン卜の装着

A危険
ePTOクラッチを切り、 トラクターのエンジンは必

ず停止させ、ジョイン卜の取付けをしてください。

・ドライブハローを下げて、ジョイン卜を取付けてく

ださい。

守らないと死亡事故や傷害事故につながります。

(1)ロータリーで使っているジョイントを兼用で使い

ます。

(2)入力紬に付けるカップリングの止めネジを確実に

締め、ロックナットで止めてください。

(3)入力軸カバーは、上に引き上げると外れます。ジ

ョイン卜を装着するときは外してください。

A危険
・取外したトラクターのPTO軸カバー、 ドライブ

ハローの入力軸カバーをもとどおりに取付けてく

ださい。守らないと巻き込まれて傷害事故の原因

になります。

・カップリングの止めネジを確実に締め、ロックナ

ットで止めて ください。守らないと機械の婦傷や

重傷を負うおそれがあります。

回 トラクターとの調整

A警告
・ドライブハローの調整をするときは、 トラクターの

駐車ブレーキをかけ、 PTO変速レバーを「中立」

の位置にし、エンジンを停止してからおこなってく

ださい。

・トラクターのまわりやドライブハローとの間に人が

入らないようにして ください。

・ドライブハローの下へも ぐったり、足を入れたりし

ないでください。

守らないと死亡事故や傷害事故の原因になります。

(1)水平の調整

ドライブハローの左右が水平になるように、リフ

トロッドの長さを調節します。

(2)ドライブハローの「最上げ」位置の嗣節

PTOを回転させながら、ゆっくり ドライプノ、ロ

ーを上げ、振動や呉音の出ない位霞で油圧レバー

の「上げ規制ストッノ{'- J を止めます。



HC05・l[;]シリーズ(鮮問リンク仕様山川

| 各部のなまえ | 

①ミッションケース ⑨連結コ字枠 ⑫ワイヤー

②入力軸カバー ⑩ロックハンドル ⑬プラケット

③チェンケース ⑪タンプラ ⑬スタンド

④耕うん部カバー ⑫連結ロツド ⑫スタンド止めピン

⑤ゴムカバー ⑬迎結枠 ⑫マスト

⑥均平板 ⑪サポートスプリング ⑫ステー

⑦サイドレーキ ⑬平座金22 ⑧ロワーピン

③代かき爪 ⑬ローターピン

HC日5-18シリーズ

| ドライフハローの組立 | 
①「マスト」をミッションケースにボルト 2本で組付け

ます。前側はM12x80のボルトで「ワイヤー支えパ

ーJ をいっしょに取付けます。後側はM12x 70のポ

ノレトで組付けますロ

②「ヒッチアーム」をボノレト M12x35、左右各 2本で「プ

レーム」へ組付けます。

③「ステー」を r，スト」へボルトM12x90で組付け、

「ヒッチアーム」へボルトM12x35、左右各 l本で組

@ 

付けます。

④「連結ロッド」を「マスト J の「タンプラ」に通しま

す。 「サポートスプリングJ と平座金を入れ、「連結

コ字枠J の上から 2番目の穴で止めます。

ローターピンを「連結ロッドJ の下の穴で止めます。

⑤「連結枠」をミッションケースに組付け、「連結コ字

枠」の上から 4番目の穴へつなげます。

⑥「ワイヤー支えパー」をミッションケースに組付け、

「ワイヤー」を通します。



HC05-1Sシリーズ

トラクターへの装着 | 
d.警 告
・ドライブハローの装着は平らで固い場所を選び、い

つでも危険をさけられる態勢でおこなってください0

・トラクターのまわりやドライブハローとの聞に人が

入らないようにしてください。

・ドライブハローの下へもぐったり、足を入れたりし

ないでください。

・ドライブハローの装着をするときは、 トラクターの

駐車ブレーキをかけ、 PTO変速レバーを「中立J

の位置にし、エンジンを停止してください。

・重いドライブハローを装着したときは、 トラクター

メーカー純正のバランスウェイ卜を付け、バランス

調整をしてください。

守らないと死亡事故や傷害事故につながりますo

A注意
・トラクターの取扱説明書 r3点リンクの規格」をよ

〈読んでください。

・必ず、リンチピンで抜け止めをしてください。

守らないと取付けができなかったり、機械の損傷や

ケガの原因になります。

⑪ 

回 トラクターの3点リンクの調整

(1)ドライブハローは 「標準3点リンク規格J です。

トラクターの 3点リンクも標準3点リンクでない

と装着ができません。

(2)C特殊3点リンク規格」の場合は、特殊3点リンク

用トップリンクブラケットを外し、トップリンク

を標準3点リンク用の両側にターンパックルの付

いた、長いものに替えてくださし弘

(3)1宇業機の下がりf置が不足する場合は、リフトロツ

ドの取付穴位置をロワーリンクの前側の穴に移し

てください。

左ロワーリンク

wトラクターへの装着

トン7.リンク
フ'ラケット

(1)ト ラクターの左ロワーリンクにドライブハローの

tr.ロワーピンを取付けます。

(2)トラクターの右ロワーリンクにドライブハローの

右ロワーピンを取付けます。高さが合わないとき

はレペリングノ、ンドルを回し、リフ トロッドの長

さを調節してください。

(3)トップリンクをドライブハローのマストへ、トラ

クター付属のトップリンクピンで、長さを調節し

て取付けます。



固 ジョイン卜の装着

A危険
ePTOクラッチを切り、 トラクターのエンジンは必

ず停止させ、ジョイン卜の取付けをしてください0

・ドライブハローを下げて、ジョイントを取付けてく

ださい。

守らないと死亡事故や傷害事故につながります。

(1)長さの確認

ジョイン トの長さは、装着するトラクターの型式に

より異なります。ご注文時にトラクターの型式を明

示いただければ、それに合ったものがついていきま

す。型式が不明の場合は標準の長さの物を付けてい

ます。

次の方法で長さの確認』をしてください。

長すぎるジョイントを装着すると、トラクターのP

TO軸か作業機の入力軸を突き、破損させます。短

いとジョイントのかみ合いが少なく、ジョイン トが

破損します。

①ドライブハローをゆっくり上下し、トラクターのP

TO軸とドライブハローの入力軸が同じ高さにな

ったところで油圧をロックしエンジンを止めます。

② PTO軸へジョイントを取付けます。

③ジョイントをいっぱいに縮め、ジョイントの先端と

ドライブノ¥ローの入力軸との聞に 1cmほど間隔が

あればそのまま使用できます。間隔がない場合は、

長い分を切断します。

PTO制l側 入力制曲l

吋D 日「臨時
凶

④油圧を上下して、ジョイントの「カバーのかみ合い」

が8cm以上あるか調べます。

「カバーのかみ合しコ」が少ないと強度が不足します。

長いものと交換してください。

弓
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(2)ジョイン卜の切断方法

①長い分だけプラス

チックカノマーをオ

ス・メス両方切り取

ります。

②切り取ったプラス

チックカノマーと同

じ長さを、シャフト

の先端から計りま

す。

③シャフトを高速カ

ッターか金ノコで

オス・メス両方切断

します。

.. 

④切り口をヤス リでなめらかに仕上げ、グリスを塗り

オス ・メスを組合わせます。

@ 



(3)取付方法

①HC05-1Sシリーズには「普通広角ジョイント Jが付

いています。必ず広角側を トラクターの PTO軸へ

取付けてください。

作業機入力軸 トラクターPTO車自

嚇~
円 町ト

②ジョイン トのロックピンを押しながら、 PTO輪、

およひ・入力蜘hへ掃入し、ロックピンを軸の潟で止め

ます。

ハンマーなどでジ

ョイントをたたき、

強引に入れないで

ください。

ロックピンの頭が

1 cm 以上出ている

と、確実にロックさ

れています。
I cm 
以上

入力i14i1カノマーは、上に号|き上げると外れます。ジョ

イン卜を付けるときだけ外してください。

③ジョイントカバーのチ

エーンを、 トラクター

の3点リンクが上下し

でも動かない場所につ

なぎます。 3点リンク

を上下しても引っ張ら

れないようにたるみを

持たせます。

A危険
・取外したトラクターの PTO軸カバー、ドライブハ

ローの入力軸カノtーをもとどおりに取付けてくださ

い。守らないと巻き込まれて傷害事故の原因になり

ます。

図 トラクターとの調整

A警告
・ドライブハローの鯛整をするときは、 トラクターの

駐車プレーキをかけ、 PTO変速レバーを「中立」

の位置にし、エンジンを停止してからおこなってく

ださい。

・トラクターのまわりや、ドライブハローとの聞に人

が入らないようにしてください。

・ドライブハローの下へもぐったり、足を入れたりし

ないでください。

守らないと死亡事故や傷害事故の原因になります。

(1)振れ止め調節

トラクターの中心 (PTO軸)と、ドライプハロー

の中心 (入力輸)を一直線に合わせ、チェックチェ

ーンを張ります。

石の多いほ場では、ややゆるく張ってください。

(2)前後角度調節

トップリンクの長さを調節し、ドライプハローの耕

うん部カバーの前後が、水平になるように調節しま

す。

(3)水平の調整

ドライブハローの左右が水平になるように、トラク

ターのレペリングノ、ンドルを回して、右リフトロツ

ドの長さを調節します。

(4)ドライブハローの「最上げ」位置の鯛節

PTOを回転させながら、ゆっくりドライブハロー

を上げ、振動や異音の出ない位i泣で油圧レバーの

「上げ規制ストツノfー」で止めます。

@ 



(1: [~11"CJr:Jシリーズ(日農工標準トト附撒)劃一

告部のなまえ | 

①ミッションケース ⑨連結コ字枠 ⑫ワイヤー

②入力軸カバー ⑬ロックハンドノレ ⑬プラケット

③チェンケース ⑪タンプラ ⑬スタンド

④耕うん部カバー ⑫連結ロツド ⑫スタンド止めピン

⑤ゴムカバー ⑬連結枠 ⑫マスト

⑥均平板 ⑬サポートスプリング ②トップピンS

⑦サイドレーキ ⑬平座金22 ⑧ヒッチアーム

⑧代かき爪 ⑬ローターピン ⑫ロワーピンガイド

HC05-0Sシリーズ

| ドライブハローの組立 | 
①「マスト」をミッションケースにポノレト 2本で組付け

ます。前側はM12X80のボJレトで「ワイヤー支えノマ

ーJ をいっしょに取付けます。後臼uはM12X70のボ

ルトで組付けます。

②「ヒッチアーム」をボルトM12x35、左右各 2本で「フ

レーム」へ組付けます。

③「ロワーピンガイドJを「ローワーピン」へEリング

で組付けます。

@ 

④「連結ロツド」を C?スト」の「タンプラ」に透します。

「サポートスプリング」と平座金を入れ、「連結コ字

枠」の上から 2番目の穴で止めます。

「ローターピン」を「連結ロッド」の下の穴で止めます。

⑤「連結枠J をミッションケースに組付け、 「連結コ字

枠J の上から 4番目の穴へつなげます。

⑥「ワイヤー支えノマーJ をミッションケースに組付け、

「ワイヤ- J を通します。



HC日5-08シリーズ

トラクターへの装着 | 
. ドライプハローHC05-0Sシリーズの 3点リンク装

着システムは、 日農工統一規格 「日農工標準3点オ

ートヒッチ」 を採用しています。さらに 4セット ・

3セット ・。 セットと 3種類に分かれます。

・4セットは 3点リンクとジョイントが同時に自動装

替でき、 3セッ トは 3点リンクのみが自動装着で、

ジョイントは手で{寸けます。

。セ ットはすでにお手持ちの、 4セット シリーズ作

業機と共用するため、カプラおよびジョイントは棟

準装備していません。

・ドライプノ、ロ-HC05-0Sシリ ーズは、 。セ ット仕様

で工場出荷しています。カプラとジョイントは標準

装備していません。

回 トラクターの準備

・このドライプハローHC05-0Sシリーズには、カプラ

とジョイン トが標準セットされていません。お手持

ちの「臼段工標準 3点オート ヒッチJ規格のカプラ

と共用します。

.カプラは「標準 3点リンク規格」です。トラクター

の3点リンクも標準 3点リンクでないと装着ができ

ません。

左ロワ リン7

トップFリンク
フラケント

.作業機の下がり還が不足する場合は、リフトロッド

の取付穴位世をロワーリンクの前側の穴に移してく

t!さい。

@ 

A警告
・ドライブハローの装着は平らで固い場所を選び、い

つでも危険をさけられる態勢でおこなってください。

・トラクターのまわりやドライブハローとの聞に人が

入らないようにしてください。

・ドライブハローの下へもぐったり、 足を入れたりし

ないでください。

・ドライブハローの装着をするときは、 トラクターの

駐車プレーキをかけ、 PTO変速レバーを「中立」

の位置にし、エンジンを停止してください。

・重いドライブハローを装婚したときは、トラクター

メーカー純正のバランスウェイトを付け、バランス

調整をしてください。

守らないと死亡事故や傷害事故につながります。

A注意
・トラクター取扱説明書の r3点リンクの規格J をよ

〈読んでください。

ePTOクラッチを切り、 トラクターのエンジンを必

ず停止して、ドライブハローを取付けてください。

・必ず、リンチピンで抜け止めをしてください。

守らないと取付けができなかったり、機械の損傷やケ

ガの原因となります。

図 トラクターへの装着

(1)カ プラのハン ドルを引き、フックを解除し装着状

態にします。



(2)トラクターをドライブハローの中心に合わせ、まっ

すぐパックします。

(3)ゆっくり トラクターの油圧を上げて、トップフック

でトップピンをすくい上げます。ドライプハローの

ロワーピンガイドがカプラに入ります。

(4)ハンドJレを押し、 フックで固定します。

4 セットの場合は、ジョイントも同時に入力~!ÙJのス

プラインに入ります。

(写真はHRシリーズです)

@ 

足

・フックが当たったり、ジョイントが入らない

場合は、トラクターの油圧を下げてドライプ

ハローを外し、初めからやり直してください。

・ドライブハローが左右に傾いているときは、

トラクターの右側リフトロッドの長さを調節

し、ドライプハローの傾きにカプラの傾きを

合わせてから装着してください。

(5)ロワーピンガイドがフックで確実に固定されている

か、必ず確認してください。

(6)ハンドJレをハンドルストッパーでロックします。

ノ、ンドJレ
ス卜 yパー

A注意
・装着・取外しのとき以外は、必ずハンドルストッパ

ーをかけ、ハンドルをロ ックしてください。守らな

いと誤操作でドライブノ、ローが外れ、機械の損傷や

傷害事故の原因になります。



| 持ち上げ時の注意 | 
回はじめてトラクターへ装着するときは、「最上げ」

時にトラクターとドライブハローがぶつからない

ように、油圧をゆっくり上げながら確認します。特

にキャビン付きトラクターの場合は、背面のガラス

を突き上げないように注意してください。

回トラクターのなかには、スイッチで「最上げ」まで

自動上昇する機種がありますロ作業機が勢いよくよ

がるため、 lOcm以上間隔を聞け、上げ規制をしてく

ださい。

回トップリンクやロワーリンクの取付穴位置、および

リフ トロッドやトップリンクの長さを変えた場合

には、調整をやり直してください。

A注意

・トラクターの取扱説明書 r3点リン夕、および油圧

関係」をよく続んでください。守らないと機械の損

傷やケガの原因となります。

回リフトロッドの長さを調節して、ドライプハローの

左右を水平に調節してください。

ほ場への出入り | 
A警 告
・ドライブハローが付いていると後ろが長 くなり、横

幅も広 くなります。周囲の人や物に注意して旋回し

てください。

・高速走行・急発進・急停車はしないでください。旋

回するときはスピードを落とし、急旋回はさけてく

ださい。

・運転者以外の人や物をのせないでください。

・子供には十分注意し、機械へは近づけないでくださ

L、。
-急な登り坂で前輪が浮き上がると、ハンドル操作が

できなくなりとても危険です。 トラクターメーカー

純正のバランスウェイ卜を付けて ください。

・アゼ越えや段差を乗り越えるときはアユミ板を使用

し、地面に接しない程度にドライブハローを下げ、

重心を低くしてください。使用するアユミ板は、強

度・長さ・幅が十分あり、すべり止めのある物を選

んでください。

守らないと死亡事故や傷害事故につながります。

@ 

A注意
・トラクターにドライブハローを装着して公道を走行

しないでください。守らないと、 「道路運送車両法違

反」となり、 事故を引き起こす原因になります。

回移動のときは、ドライプハローをいっぱいに上げ、

油圧ス トップパルプを完全に「閉め」、下がるのを

防ぎます。

ドライブハローが左右に振れないように、チェック

チェーンを張り、ロックナットを締めてください。

回ほ場への出入りはアゼに対して直角に、ゆっ〈り前

進でおこなってください。

回ドライブハローの地上高が不足する場合は、トップ

リンクを縮め、地上高を確保して ください。

[ 作業のポイント l 

より良い代かきをするには、ドライプハローの取扱い

の他に次のことに気を付けてください。

田耕うん作業は、一定の深さで平らに、残耕のないよ

うにしてください。

回 水 は 1目前に入れてください。

回水量は土塊の半分が、水没する 寸らいが良好です。

スキ耕しゃディスクロータ リーで耕起したほ場は、

やや多く入れてください。

・水が少ないと、土の抵抗が大きくなります。

・水が多いと、水で土が移動し均平が悪くなり、 肥

料の移動も多くなります。

・ワラや雑草、雑物の多いほ場では、やや水を少な

くし、浮き上がるのを防ぎます。

回水持ちの良すぎるほ場では、砕土をし過ぎると土が

詰まり酸素が欠乏します。深さは浅くし、少ない回

数で代かきを仕上げます。

固水持ちが悪いほ場では、深さを深くし砕土を十分し

て代かきを仕上げます。

回転作田や休耕田を復田する場合は、高低のついたほ

場面を均平にし、深さを深〈、十分砕土をして漏水

を防止してください。



上手な作業のしかた | 
回 作業速度

トラクターの作業速度はl.5-2. 5km/hが標準で

す。トラクターの速度が速すぎると、砕土やワラ、

草の埋め込みが悪くなります。

[2JPTO回転速度

PTO回転数は、約600-700回転で使用してくださ

い。砕土が悪い場合はエンジン回転を上げるか、 P

TO変速のあるトラクターは l段速い回転速度に

してください。

図 作業深さの調節

作業深さの調節は、トラクターのポジションコント

ローノレを使いますロ

トラクターの取扱説明書 「油圧コントロールJの項

を参照してください。

③オプション(別売り)で自動耕深センサー「ドラ

イプノ、ローオート装置」を用意しであります。ト

ラクター、およびドライ ブハローの型式を明示し

ていただき、ご注文お願いします。

団 連結ロッドスプリングの調節

連結ロツドのスプリングでレーキの押さえを調節

します。標準は図の位置で、レーキの重量だけで押

さえます。土が重くレーキが浮きぎみのときは、ロ

ーターピンを上の穴に差し替えて強く押さえます。

固 サイドレーキの開閉

サイドレーキの開閉は、トラクターに乗ったままワ

イヤーを号|いておこないます。ワイヤーのグリップ

をにぎり、手前に引きます。サイドレーキが立った

ところでワイヤーをゆるめるとスプリングの力で

開閉します。

@ 

(写真はドライブハ口 HRシリ ズです)

団 土引き装置

ロックハンドルを「土引き J 位置にしてください。

連結ロツドが固定され、均平板がロックされます。

代かき作業時は必ずロックハンドルを「作業」位霞

にもどしてください。

土引き



A注意
・土引装置の口ック機構の部分に手を置かないでくだ

さい。守らないと指をはさみケガをするおそれがあ

ります。

回 逆転PTOについて

このドライプハローは、アゼ際の土寄せなどの作業

には使用できますが、長時間の代かき作業や乾田砕

土はできません。使用するとドライブハローの損傷

につながります。

| 作業方法 | 
回ほ場の高い所の土を引いて、平らにならす土引き作

業は、代かき作業の前におこないます。

①作業の前にほ場の高低をよく見ます。

②PTO回転を切り、代かき軸を回転きせずに土引

きをします。

③ドライブハローを下げ過ぎると大誌の土が引け、

穴になります。レーキの下がり涯と土の引き量を

見ながら少しずつおこなってください。

耕うんされていないところや、パックによる土押しは

絶対にしないて'ください。

国土引き作業が終わり、代かき作業をするときは土引

き装置のロックを外し解除してください。

団代かきは土の移動を段小限にするため急旋回を避

け、 l行程おきに作業します。

(l)①旋回用の枕地を 2行程分取り、両側にも同じ

幅を残します。

(2)②溜④は大きく旋回するため、 l行程分をあけ

ながら往復作業をします。

(3)⑤側方に枕地と同じ帽を残して折り返し、残っ

ている@沼鴻〉を作業します。

{枕地2行程分恒地と同じ幅)

トー@
@← 
⑤ 』

ト+③
トー ⑦

事主
入ロー-ーー，トー-(1)

E枕地と同じ幅) (枕地)

@ 

(4)アゼ際@@x!政⑫を回ります。

サイドレーキを閉じます。プラケット側をアゼ

際にして、残耕を少なくし作業してください。

リフトロッドを少し伸ばし、ドライブノ、ローの

アゼ際側を下げて回ると、高くなっているアゼ

際の土を中へ入れることができます。

(5)@泡近挺Eはドライブハローを水平に戻し、サイドレ

ーキを開き、最後に残ったところを作業します。

⑬ 

⑬ 

出口

| 作業時の注意 | 
A警告
・作業中は、 トラクターとドライブハローの周辺に人

を近づけないでください。

・爪や回転部分に草やワラが巻き付いたときは、 PT

O回転を止め、必ずエンジンを停止させて、巻き付

きを外してください。

・傾斜地での急旋回は転倒のおそれがあり大変危険で

す。 トラクター速度を落とし、大きく回ってくださ

L、。

-ドライブハローの調整をする場合は、必ずエンジン

を止めてからおこなってください。

守らないと死亡事故や傷害事故の原因になります。

-アゼ際での作業は、アゼに ドライプハローをぶつけ

ないように低速で、余裕をもって運転してください。

・作業が終わりましたら、土やゴミをほ場内できれい

に落とし、道路には落とさないでください。

・作業中ドライプノ、ローに異状が発生したら、すぐに

エンジンを止め点検をしてくださし」そのまま使用

し続けますと、他の部分にも損傷がひろがるおそれ

があります。



十一代か切について | 
A警 告
・爪を取付けるときは、平らで固い場所を選ぴ、駐車

ブレーキをかけ、 PTO変速レバーを「中立」の位

置にして、エンジンを停止して ください。

・ドライブハローの落下を防止するため、油圧ストッ

プパルプを完全に「閉め」てロックし、さらにドラ

イブハローの下へ台を入れてください。

守らないと死亡事故や傷害事故の原因になります。

代かき爪の交換は、一度に全部外してしま うと配列を

間違えやすくなります。 l本ずつ外して、同じものを

取付けてください。

田 代かき爪の種類と本数

爪の種類はL爪 ・R爪 ・BL!!¥・BR!!¥の4種類あ

ります。刻印がありますのでその刻印で判別してく

ださい。

お尽 R 爪 L 爪 BR爪 BL爪 一台分
HAIR HAIL HAIBR HAI BL 合計

HC-1605B 17 17 4 4 42 

HC-1805B 20 20 4 4 48 

日C-2005B 23 23 4 4 54 

〔プラケット側から見たところ〕

(X-j) 

(X-2) 

(" 
JでJ

~. -) 
守

可

(y-!) 

(4)型式別の配列

HC-1605B 

(-
H
)
 

{
N
I
H

)
 

rL
 

R
U
--

A
A
 

uu
 

ンセ-フX
 

HAIBR 

図 取付方法
HC-1805日

爪を取付けているホノレダーの片側が、 6角穴になっ

ています。 6角穴の方からポノレトを入れてくださ HAIR 
(Xラセン)

い。ノマォ、座金、ナットをメガネレンチでしっかり締

め付けてください。

固 配列方法
(yラセン) HAl L 

(1)ドライプハローの爪配列は、 XラセンとYラセ
HAIBR 

ンの 2つのラセンからできています。

(2)プラケット側の l番端にあるホルダーに、 Xラ

センと Yラセンの基準となるXとYの刻印が打
HC-2005B 

ってあります。

(3) XラセンとYラセンは、このホルダーを基点と
~ "̂官官、 (Xラセン)

して、 70・ピッチの左巻き(爪軸回転方向の逆)に

なっています。
LLJJ..J 'rJ..J...JJ.J.J .J...JJJ.JL.J.Jイ

HAIBR (yラセン)HAIL 

@ 



| 保守管理・点検整備 | 
長くお使いいただくためには、日常の保守管理が大切

ですロ

A警告
・点検・整備をするときは、交通の邪魔にならず安全

なところを選んでください。機械が動いたり、倒れ

たりしない平らで固い場所で、 トラクターの前輪に

は車止めをしてください。

・点検・整備をするときは、 トラクターの駐車プレー

キをかけ、 PTO変速レバーを「中立」の位置にし、

エンジンを停止してからおこなってください。

・ドライブハローの落下を防止するため、油圧ストッ

プパルプを完全に「閉め」てロックし、さらにドラ

イブハローの下へ台を入れてください。

・開き止め、または閉じ止めのロ ックを必ずかけ、点

検・整備をしてください。

・爪や回転部分に草やワラが巻き付いたときは、必ず

エンジンを停止させ、巻き付きを外してください。

守らないと死亡事故や傷害事故の原因になります。

回 ポル卜・ナッ卜のゆるみ点検

ドライブハローは作業中、振動の激しい機械です。

使用時ごとに各部のポノレト ・ナット、特に代かき爪

取付けボルトを増締めしながら点検してください。

新品の場合は使用 2時間後に必ず増締めをしてく

ださい。

図ジョイン卜の給油

③グリスニップノレ

使用時ごとにグリスアップをする。

③ジ ョイントスプライン部

使用時ごとにグリスを塗る。

⑤シャフト

シーズン後にグリスを塗る。

⑫ロックピン

シーズン後に注油する。

〔広角ジョ イン卜]

⑧ ⑧ 

固 オイル量の点検と交換

(1)オイル量の点検

チェンケースを垂直にしてオイノレの:lIl:を点検して

ください。不足の場合はギアオイル拘Oを補給して

ください。

①ミッシヨンケース ・・検油口プラグ面まで

②チェンケース ・ 検油口プラグ面まで

，主油口

ドレーンブラク
ドレーンプラグ

チェンケース ミッションケース

(2)オイル交換

工場出荷時には給油しでありますので、第 l回目

の交換まではそのまま使用してください。

①ミッションケース

ドレーンプラグを外して、オイノレを排出しますロ

フレームパイプの注油口から、新しいオイ lレを規

定量給油してください。

②チェンケース

チェンケースのドレーンプラグを外して、オイ ノレ

を#ド出します。

注油口から規定量を給油してくださいロ

③プラケット軸受部

プラケットカバーを外します。

ベアリング部に古いグリスを押し出すように、新

しいグリスを注入してください。

交換時間
交換倒所 潤滑油の栂豊田 規定量

第一回目 二回目以降

ミッションケース ギアオイlレ拘日 O.7e 却時間後 lシーズン軍

チェンケース I! O.3e M I! 

プラケット軸受部 グリス 充満 補充 補充
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A警 告

・格納は、雨や風があたらず、平らで固い場所を選ん

でください。

・ドライブハローの格納はスタンドを必ず付け、転倒

を防止してください。

・キャスターが付いている場合は、転がり防止をして

ください。

@ 

-カプラはドライブハローから外して、地面に置いて

ください。(HC05-0Sシリーズ)

・格納庫には子供を近づけないでください。

守らないとドライブハローが転倒し傷害事故や機械の

損傷につながります。



| 点検整備チェックリスト

時 間 項 目

① ミッションケースのオイノレ点検

使 b当 始 め

② チェンケースのオイノレ点検

新品使用 2時間 ボノレト ・ナットの増締め

① ミッションケースのオイノレ交換

新品使用30時間 ② チェンケースのオイノレ交換

③ プラケット軸受部のグリス交換

① 代かき爪取付ポノレト増締め

② ミッションケースのオイ Jレ量点検

使 用 前 に ③ チェンケースのオイル抵、オイルもれ点検

④ ジョイントのグリスニップルヘグリスアップ

⑤ 地面から上げて回転させ、 異状をチェック

① きれいに洗い水分をふきとる

② ボルト ・ナット・ピンのゆるみ、脱落チェック

③ 爪 ・チェンケースガードの麟耗、切損チェック

使 用 後 に ④ 入力制lへグリスを塗る

⑤ ジョイント ・スプライン部へグリスを塗る

⑥ ジョイント ・ロックピンへ注油する

⑦ 動く部分へ注油する

① ミッションケースのオイノレ交換、シーノレの異状チェック

② チェンケースのオイノレ交換、シーノレの異状チェック

③ プラケ ット軸受部のグリスアップ、シーJレの異状チェック

シーズン終了後

④ ジョイントのシャフトへグリスを塗る

⑤ 無塗装部へサピ止め

⑥ 消耗部品は早めに交換

@ 



異状と処置一覧表 | 

使用中、あるいは点検時に異状が発生したときは、そのまま使用せず、すぐに直してください。

部位 者E 状 阪 図 処 他

軸受ベアリングの異状 ベアリング交換

奥 音 の 発 生

爪取付ポノレトのゆるみ ポノレト締付

代 振 動 の 発 生 代かき q~1の幽り 代かき自"交換

カ〉
チェーンの切れ チェーン交換

き 軸が回 ら な しミ

車曲 駆動軸の切れ 駆動軸交換

オ イ Jレ も れ ウォーターシールの異状 ウォーターシーJレ交換

残耕がで き る 代かき爪の摩耗 ・折れ 代かき爪交換

チエンタイトナーの破損 タイトナー交換

奥 音 の 発 生

チ スプロケットの奥状 スプロケット交換
エ
ン

カバーパッキンの煩傷劣化 パッキン交換ケ
オ イ ノレ も れ

ス カバー締付ボル トのゆるみ ポノレト増締め

熱 の 発 生 オイノレ:!i1不足 オイノレ補給

ベア リングの異状 ベアリング交換

奥 音 の 発 生

ギアの破損 ギア交換

、、、

ツ 入力削オイルシーノレの異状 オイノレシーノレ交換
シ
ヨ

パッキンの切れ パッキン交換
ノ

ケ オ イ ノレ も れ

ロックタイトの劣化 ロックタイト塗り直し
ス

締付ポノレトのゆるみ ポノレト増締め

熱 の 発 生 オイ Jレ:Iii不足 オイノレ補給

異 音 の 発 生 グ リス切れ グリスアップ

ジ
ジョイン ト折れ角が不適切 前後姿勢の調節

ヨ ジョイント鳴り

イ ドライプハローの上げすぎ リフトiil:の規制
ン
ト

た わ む シャフトのカミ合い隔不足 長いものと交換

スプライン部のガタ ロックピンとヨークの摩耗 ただちに交換

@ 
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物流セ ンター 〒386-0497長野県小県郡丸子町峨1112949

宮 (0268)36-4111 FAX0268-36-3335 
北海道営業所.干068-0111北海道空知郡東沢町字由良194-5

合 (0126)45-4000 FAXOI26-45-4516 
旭川出張所 干079-8431北海道旭川市永山l町8丁目32

宮 (0166)46-2505 FAXOI66-46-2501 
帯広出張所.干082-0004北海道河西郡芽室町東芳一室北 l線18需

19(第3工業団地)
e (0155) 62-5370 FAXO 155-62-5373 

東北営業所 〒989-6135宮城県古川市稲葉2丁目3番14号
霊堂(0229)23-7440 FAX0229-23-90¥O 

関東営業所・ 〒329-4411栃木県下都賀郡大平町櫛銅みずほ5・3
e(0282)45ー1226FAX0282-44-0050 

長野営業所 干386-0497長野県小県郡丸子町棋1112949
合 (0268)35-0323 FAX0268-36-3335 

岡 山営柴所・ 干708-1104岡山県津山市綾部1764司 2
合 (0868)29-1180FAX0868-29-1325 

九州営業所 干86卜4101熊本市近見7丁目13番60号
e (096) 356-4134 FAX096-322-831 0 

j1.j九州出損所・ 干885-0074':宮崎県都城市甲斐元町3389-1
e(0986)24-6412 FAX0986-25-7044 
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